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ｊｅｐａｘ 短信

日本環境資源生活文化振興会　jepax事務局

ＮＰＯ法人バイオマス産業機構　bio 事務局

  　　　　　［環境教育のレベルアップで社会貢献・事業等］

弊会では、TAMAバイオマス・センター構想に向けて多摩サスティナビリティ(持続性可能)に基づく環境・食料対策等に係わる環境技術や製品開発等で貢献しております。　　　　　　　　　　　　　　　　

そこで、下記に植物資源化構想に伴う各社のバイオマス関連製品等を多くの人々に普及・啓発致したく、会員・各位のご支援・ご協賛の程、何卒宜しくお願い申し上げます。

記

8月16日(土)たまがわ・みらいパーク

第一回・環境と食育「緑のものづくりパーク」バイオマス・マイポットで植林・身近なCO2削減」1Fものづくりルーム

9月13日(土)たまがわ・みらいパーク

第二回・環境と食育「緑のものづくりパーク」緑化事業と食材作りの環境教育


9月19日(金)第4回石川酒造・環境・食育セミナー「別途ご案内」

講師には、東京農工大細見教授、農水省食糧安全保障課末松氏をお迎致します。

10月1日、化石代替の資源米「オリジナルブランド・バイオマス稲・米」の収穫期を迎え、平成21年度計画含めて特長、用途、展開等について詳細に公開致します。

尚、バイオマス米を微粉末化して米パン等食料危機対策に供える考えです。

＊11月8日(土)9日(日)第40回昭島市産業まつり開催　参加人数約8万人予定

　　会場内でバイオマス等製品・使用・回収・再生とする多摩で初の循環型システムを取り入れて、生活環境意識向上を目指した「ゴミを出さない」モデル会場実施。

　　食品トレー、飲料水コップ、ゴミ袋・レジ袋等のご協賛や販売も可能ですので大いにご参加お待ちしております。尚、展示は特大テント間口約10m×奥行き約8m。

　　追伸、天ぷら油(廃食油)を持参頂いた方々にはバイオマス製品と引き換えにドラム缶に回収、その後精製して「自治体災害用エネルギー備蓄」検討中。更に、地域食品廃棄物等をバイオ燃料化に致しますので、ご一報賜りたく存じます。

また、生ごみ用「最先端!コンポスト機器装置」の委託販売をしておりますので、

弊会のHPや事務局にお問い合わせ下さい。

10月4日(土)～陶芸教室・毎週土曜日10回シリーズ／たまがわ・みらいパークで開催。
11月13日(木)～たちかわ市民交流大学「環境・エコビジネス講座」を開設致します。

内容は女性起業家(繁業塾の持続)の育成を主旨として進める予定です。

尚、詳細なお問い合わせ等は事務局及びＨＰでお願い申し上げます。

